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７
月
13
日
、
伝
統
あ
る
健た

け
は
や速
神

社
例
大
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

健
速
神
社
は
、
荒
神
と
呼
ば
れ

る
健
速
須ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

佐
之
男
命
を
祀
る
神
社

で
あ
り
、
そ
の
例
大
祭
は
江
戸
時

代
以
前
か
ら「
小
諸
の
祇
園
」と
し

て
、
五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願

い
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

毎
年
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か

け
て
虫
祭
・
風
祭
・
八
丁
注
連
張
り
・

宵
祭
・
神
輿
練
り
な
ど
、
一
連
の

神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
が
、
勇
壮

な
神
輿
練
り
は
迫
力
が
あ
り
、
と

り
わ
け
人
気
が
高
い
。
文
豪
・
島

崎
藤
村
の「
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」

に
も「
十
三
日
の
祇
園
」と
し
て
、

例
大
祭
の
描
写
は
登
場
し
て
い
る
。

　

人
々
の
祈
り
と
先
人
の
想
い
が

息
づ
く
こ
の
祭
り
は
、
小
諸
の
夏

を
象
徴
す
る
伝
統
行
事
・
文
化
と

し
て
、
明
日
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
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祗
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典
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王
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典

　
例
大
祭
当
日
、祭
神
須ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

佐
之
男
命

の
御
霊
が
神
輿
に
遷
さ
れ
た
後
、

氏
子
で
あ
る
本
町
区
・
田
町
区
・

六
供
区
を
巡
行
し
た
。
担
ぎ
手
36

人
の
勇
壮
な
神
輿
練
り
に
、
沿
道

か
ら
は
大
き
な
声
援
と
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
今
年
の
例

大
祭
も
、
神
輿
関
係
者
・
観
客
の

気
持
ち
が
一
つ
と
な
る
、
最
高
の

一
日
と
な
っ
た
。

■
例
大
祭
当
日
の
主
な
行
程

【
宮
出
し
・
石
段
下
り
】
眠
っ
て
い

る
祭
神
を
呼
び
起
こ
す
た
め
の
儀
式

で
、
左
回
り
に
担
ぎ
手
が
神
輿
を
回

す
。
ま
た
、
５
０
０
㎏
を
超
え
る
と

言
わ
れ
る
六
角
神
輿
が
神
社
の
石
段

を
下
り
降
り
る
姿
も
圧
巻
で
あ
る
。

【
水
掛
神
事
】
五
穀
豊
穣
を
願
い
、

臼
の
上
に
降
ろ
さ
れ
た
神
輿
を
担

ぎ
手
が
左
回
り
に
回
し
、周
囲
の
総

代
が
水
を
掛
け
る
雨
乞
い
の
神
事
。

【
渡
し
台
神
事
】
１
６
７
５
年
か
ら

２
８
５
年
間
行
わ
れ
て
き
た
、
神

輿
引
渡
し
の
儀
の
名
残
の
神
事
。

【
仮
宮
納
め
】「
ヨ
イ
ト
ヨ
イ
ト
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
神
輿
と
担

ぎ
棒
を
結
ぶ
綱
を
切
り
な
が
ら
仮

宮
へ
と
神
輿
は
向
か
い
、
例
大
祭

は
幕
を
下
ろ
す
。

　

同
じ
く
７
月
13
日
、
市
町
区
・

新
町
区
に
伝
わ
る
神
事
天
王
社
祗

園
祭
典
も
開
催
さ
れ
た
。
天
王
社

と
青
木
神
社
の
氏
子
達
で
つ
く
る

「
あ
お
き
自
治
会
」
が
主
催
し
て
お

り
、
祭
神
は
健
速
神
社
と
同
じ
く
、

須ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト

佐
之
男
命
で
あ
る
。

　

神
輿
は
市
町
区
・
新
町
区
を
中

心
に
練
り
歩
く
ほ
か
、
親
交
の
あ

る
相
生
区
へ
の
巡
行
も
行
っ
て
い

る
。
見
せ
場
の
ひ
と
つ
は
、
天
王

社
と
相
生
区
の「
渡
し
の
儀
」。
専

用
の
渡
し
台
に
神
輿
を
載
せ
る
ま

で
担
ぎ
手
が
何
回
も
往
復
す
る
神

事
で
、
今
年
で
41
回
目
を
迎
え
た
。

　

神
輿
は
市
町
区
・
新
町
区
を
再

び
盛
大
に
練
り
歩
い
た
後
、
最
後

は
天
王
社
へ
納
め
ら
れ
る
。
小
諸

の
夏
を
彩
る
も
う
一
つ
の
こ
の
伝

統
行
事
は
、
今
年
も
見
る
人
の
心

に
熱
い
感
動
を
与
え
、
無
事
に
閉

幕
し
た
。

❶総代を先頭に駆け
る本神輿。❷渡し台
神事にて。❸石段下
り。❹地区の子ども
達による浦安の舞。❺
子供乗せ。❻神輿係
の登壇の様子。❼仮
宮納め。切られた綱
は健康祈願などのお
守りになると言われ、
沿道の観客へ投げら
れる。❽水掛神事。

❶❷相生区で行われ
ている「渡しの儀」
の様子。❸天王社に
よる水掛神事。

小
諸
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

小
諸
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

健
速
神
社
例
大
祭

健
速
神
社
例
大
祭
開
催
開
催

小
諸
の
祇
園

健
速
神
社
例
大
祭

受
け
継
が
れ
る
伝
統

❶❶

❷
❸

❹ ❺

❻

❼❽

❶❷

❸


